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歯科用 3Dプリンタが歯科医療の未来を担う

歯科用超小型３D プリンタ
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▲ SprintRay MIDAS HP

▲ SprintRay MIDAS HP

▲ SprintRay HP

0000022253- メディカルトリートメントモデル _A4 変 _1c
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患者の口腔の問題を考え，把握
し介入するメディカルトリート
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者の主訴に対して単に治療を行
えばよいのではなく，エラーを
起こさない口腔環境をつくりな
がら介入するという，診療体系
となります．

●本書ではメディカルトリートメ
ントモデルの概念，診療を進め
る際の考え方，初診時評価，治
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第 68回日本歯科医療管理学会総会・学術大会のご案内（第 1報）
大　会　長：山 﨑 健 次（広島県歯科医師会会長）
準備委員長：森 本 徳 明（中国地域歯科医療管理学会会長/広島県歯科医師会）
準 備 委 員：池 田 実 央（中国地域歯科医療管理学会副会長/鳥取県歯科医師会）
　　　　　　石戸善一郎（中国地域歯科医療管理学会副会長/岡山県歯科医師会）
　　　　　　末 森 一 彦（中国地域歯科医療管理学会副会長/島根県歯科医師会）
　　　　　　山 中 友 之（中国地域歯科医療管理学会副会長/山口県歯科医師会）
　　　　　　天 間 裕 文（中国地域歯科医療管理学会専務理事/広島県歯科医師会）

メインテーマ：「地域歯科医療の危機にどう向き合うか
　　　　　　　 ―歯科医療提供の偏在と制度の限界を踏まえ，私たちが果たすべき役割は―」

1．会　期
2027（令和 9）年 5月 22日（土）～23日（日）　※ 21日（金）は役員会，ほか

2．会　場
広島県歯科医師会館　〒 732‒0057　広島市東区二葉の里 3丁目 2‒4

3．内　容（予定）
5月 21日（金）　理事会，各種委員会，社員総会，社員情報交換会
5月 22日（土）　 一般口演，ポスター発表，基調講演，シンポジウム，企業展示，会員懇親会
5月 23日（日）　 一般口演，ポスター発表，シンポジウム，教育講演（認定医研修会指定講演），

企業展示，認定医・指導医試験

4．演題申し込み
大会ホームページ（2026年 10月頃開設予定）からお申込みいただき，演題申込と同時に抄録も
提出いただきます．
演題申込の締め切りは例年より早い 2027年 2月 27日（土）です．なお，発表者ならびに共同発
表者は，全員本学会会員でなければなりません．お申込み前にご確認いただきますようお願いし
ます．

5．大会ホームページ（予定）　https://jsdpa.info/68th/

6．参加申し込み
演題同様に大会ホームページからお申込みいただきます（2027年 2月 1日より）．
参加費・懇親会費は以下の予定です．事前登録の締め切りは 2027年 4月 26日（月） 17：00です．

認定医研修指定講習会参加費（認定研修参加証発行）  3,000円
社員情報交換会参加費（区分なし，事前登録のみ） 10,000円
※参加登録システム利用料含む

参加者区分
大会参加費 会員懇親会費

事前登録 当日登録 事前登録 当日登録

会　　　員 11,000円 14,000円 10,000円 12,000円

非　会　員 13,000円 16,000円 10,000円 12,000円

コ・デンタル 5,000円 6,000円 10,000円 12,000円

研修医・大学院生 5,000円 6,000円 10,000円 12,000円



7．会員懇親会
会場：ホテルグランヴィア広島　https://www.hgh.co.jp/
　　　〒 732‒0822　広島市南区松原町 1‒5
日時：2027年 5月 22日（土）18：30～20：30

8．社員情報交換会（仮）
会場：料亭「二葉」　https://futaba-tsuruhane.com/
　　　〒 732‒0057　広島市東区二葉の里 2丁目 5‒11
日時：2027年 5月 21日（金）　社員総会終了後（予定）

9．宿　泊
大会事務局からの宿泊施設の紹介等は行いません．
直前になると宿泊費が高騰しますので，参加者ご自身で早めに手配いただきますようお願いしま
す．

10．会場アクセス
JR広島駅　新幹線口から徒歩約 6分（約 450m）

【大会事務局】　
広島県歯科医師会事務局　事業第二課
〒 732‒0057　広島市東区二葉の里 3丁目 2‒4
TEL：082‒263‒8020，E‒mail：jsdpa68@hpda.or.jp

社員情報交換会会場
　料亭二葉

会員懇親会会場
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表紙の由来：明るく，楽しい，幸福な歯科医療でありたい，という願いから，
Happy, Heart, Harmony, Humanity の「H」を基にデザインされています．
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日本歯科医療管理学会雑誌　第 61巻第 2号　101（2026）

　このたび，日本歯科医療管理学会理事長を拝命いたしました．1958年に設立され，本年で 68年の
歴史を刻む本学会の理事長という重責を担うこととなり，その責任の大きさに身の引き締まる思いで
す．
　私は 9年前，専務理事として故・白圡清司理事長とともに学会運営に携わりました．理事長と専務
理事として二人三脚で歩みながら，「いつか役目を終えたら，二人で監事として学会を支えていこう」
と語り合った日々を昨日のことのように思い出します．しかし，その願いは叶うことなく，白圡先生
は理事長在任中に脳出血のため突然逝去されました．志半ばで旅立たれた先生の姿は，今も私の胸に
深く刻まれています．
　白圡先生の座右の銘は「善縁善果」でした．「良いご縁が良い結果をもたらす」というこの言葉は，
私自身の学会活動，そして人生の指針となっています．その後，副理事長であった尾﨑哲則先生が理
事長に就任され，その専務として 7年間ともに過ごさせていただきました．開業医であった白圡先生
とは異なった目線からのアカデミア的なアドバイスに日々勉強させていただき貴重な 7年間でした．
その両者から授かったノウハウを活かし，会員，国民のために学会運営に携わってまいりたいと考え
ています．人は決して一人の力で歩むことはできません．家族，多くの先達に育てられ，多くの仲間
に支えられ，今日があります．そのことへの感謝を忘れず，いただいたご縁を大切に育んでいくこと
こそが，未来につながると信じています．
　私は，「騙すより，騙されるほうがいい」という言葉も大切にしています．それは，人を欺いて利益
を得るのではなく，誠実さと信義を貫く生き方を選びたいという思いです．また，「人は別れることは
簡単でも，継続することは難しい」という言葉のとおり，信頼とは日々の積み重ねによって育まれる
ものです．
　本学会においても，「医療安全」「地域連携」「持続可能な学会運営・経営基盤の充実」を活動の柱と
しながら，何よりも「当たり前のことを当たり前に行い，それを継続する」ことを大切にしてまいり
ます．医療安全も感染対策も，地域との連携も，華やかな改革ではなく，一つひとつの誠実な実践の
積み重ねによって実現されるものです．
　先達が築いてこられた歴史を大切に受け継ぎ，次の世代へと確かな形で引き継いでいくことが，今
を預かる私たちの責務です．「善縁善果」の精神を胸に，会員の皆様とともに歩み，日本歯科医療管理
学会のさらなる発展に全力を尽くしてまいります．
　今後とも，皆様のご指導とご支援を心よりお願い申し上げます．

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃巻　頭　言

理事長就任のご挨拶

日本歯科医療管理学会理事長
柴 垣 博 一

―　101　―



日本歯科医療管理学会雑誌　第 61巻第 2号　102～107（2026）

緒　　言

　近年，わが国の歯科医療提供体制は，歯科医師の高齢
化や地域偏在の進行により，将来的な供給体制の維持が
課題として指摘されている1）．日本歯科医師会が公表し
た「2040年を見据えた歯科ビジョン」では，就業歯科医
師の高齢化が進行しており，70歳あるいは 75歳でリタ
イアすることを想定した場合，2025年前後から就業歯科
医師数が減少に転じる可能性が示唆されている2）．さら
に，厚生労働省の統計においても歯科医師数の減少が確
認されており3），今後の歯科医療供給体制への影響が懸
念されている4）．
　医療アクセスに関する研究では，GIS（地理情報シス
テム：Geographic Information System）を用いた分析に
より，医療機関分布と人口分布を重ね合わせて地域差を

可視化する手法が用いられている5,6）．また，無医地区や
準無医地区に関する研究においても，地理的距離や交通
条件を基準とした評価が行われてきた7）．
　しかし，歯科医療分野では，医療機関の分布に加えて
歯科医師の年齢構成を考慮し，将来的な医療アクセスを
広域的（二次医療圏を超えて）に推計した研究は十分と
はいえない．特に都市部と比べ，人口 10万人当たりの歯
科医師数が少ない地方部における歯科医療供給体制の課
題は，医療圏や生活圏といった広域的視点からの検討が
必要である．とりわけ中国地方のように中山間地域が広
く分布する地域では，県境を越えた医療機関利用も少な
くなく，単一県での分析では実態を十分に捉えきれな
い．また，令和 6年度広島県の歯科医師数は人口 10万人
当たり 94人で全国 7番目に多く，全国平均 83.7人より
多い3）．一方で，令和 4年度無歯科医地区等調査による
無歯科医地区・準無歯科医地区の数では，北海道に次ぐ
2番目である8）ことから，全国や都道府県単位の平均値
を用いたものでは同一県で相反する内容の結果が出てく
ることがあり，実態を表せていないことが示唆される．
　そこで本研究では，中国地方 5県を一体的な地域とし

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃原　　著

歯科医師の地域偏在と高齢化による歯科医療アクセス困難地区の拡大予測
―中国地方 5県における地理情報システム（GIS）を用いた分析―

澄 川 裕 之1）　　池 田 実 央1）　　石戸善一郎1）　　森 本 徳 明1）

山 中 友 之1）　　末 森 一 彦1）　　檜 谷 邦 茂1, 2）

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

　概要：本研究は，中国地方 5県における歯科医療機関の所在地および開設者の年齢情報と人口分布を統合し，
地理情報システム（GIS）を用いた分析により，2025年の現状から 2035年の受療困難地区を予測した．具体的に
は，各地区の人口重心から半径 4 km以内に歯科医療機関が存在しない地区を受療困難地区と定義し，将来推計
を行った．その結果，受療困難地区は 2025年から 2035年の 10年間で 2,374地区から 3,339地区に増加し，その
地区に居住する人口が約 228千人から約 311千人に増加し，そのうち 75歳以上の高齢者が約 74千人から約 114
千人に達することが推計された．
　これらの地区は主に中山間地域に分布しており，歯科医師高齢化に伴う歯科医療機関の減少や維持の困難さが
受療困難地区増加の要因として考えられる．また，これらの結果は，厚生労働省の令和 4年度無歯科医地区等調
査の市町村別の分布と同様の傾向を示しており，地域における医療資源の偏在を反映していると考えられる．さ
らに，公共交通の制約も医療アクセスに影響を及ぼす可能性が示唆された．
　今後の歯科医療供給体制の維持に向けては，行政の関与や事業承継の促進，診療形態の多様化，公共交通を含
む医療アクセス手段の確保などの対応が求められる．これらを統合的に推進することで，中山間地域における持
続可能な歯科医療提供体制の構築が期待される．

　索引用語：受療困難地区，無歯科医地区，地域偏在，歯科医師高齢化，公共交通，GIS分析

1） 中国地域歯科医療管理学会
2） 小さな拠点ネットワーク研究所
　受付：令和 8年 4月 30日
　受理：令和 8年 5月 19日

―　102　―
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て捉え，2025年における歯科医療機関の所在地および開
設者年齢情報を用いた GISによる地理情報分析により，
10年後の歯科医療提供状態を推計し，受療困難地区の分
布を明らかにすることを目的とした．このような広域分
析により，地域全体における歯科医療供給体制の将来的
課題を，より実態に即して把握できると期待される．

材料および方法

1．推計人口データ
　推計人口データは，Esriジャパン（東京）が国立社会
保障・人口問題研究所（IPSS）が公表した令和 2年国勢
調査を基礎とする市区町村別将来推計人口の性別・年代
別の生存率・純移動率などをもとに推計した 5年ごとの
将来人口データであり，ArcGIS Stat Suiteとして販売さ
れている9）．本研究ではメッシュ版10）（4次メッシュ・約
500 m四方）と国勢調査小地域（町丁・字など）11）の 2種
類を利用している．

2．歯科医療機関データ
　歯科医療機関データは，中国地方 5県（鳥取県，島根
県，岡山県，広島県および山口県）の歯科医師会に対し
て研究目的を説明し，協力の承諾を得たうえで，会員の
歯科医療機関の所在地ならびに生年の提供を受け，基準
年（2025年）と生年の差を年齢として扱った．
　提供されたデータは研究目的のみに使用し，解析およ
び結果の公表に際しては個人または特定の歯科医療機関
が識別されない配慮をすることで，日本歯科医療管理学
会倫理審査委員会の承認（受付番号 2023‒1）を得て実施
した．
　なお，歯科医師会に未入会の歯科医療機関，公的医療
機関においては，中国四国厚生局の情報12）を活用し，年
齢情報を取得できないため，年齢変化がない歯科医療機
関として扱った．病院を除いた歯科医療機関のうち，開
設者の年齢情報を確認できた施設は 3,209施設（88.6％）
であり，確認できなかった施設は 412施設（11.4％）で
あった．

3．解析ツール
　Esri社のGISアプリケーションArcGIS Pro（ver. 3.6）
を用いた．

4．解析方法
　本研究は，中国地方 5県の国勢調査小地域（町丁・字
など）全 17,430地域を対象とした．分析の基準年を 2025
年とし，その 10年後である 2035年を予測対象年とした．
　はじめに，医療機関データの所在地から地理座標（緯

度・経度）に変換して地図上にプロットを行い，2035年
においては，年齢情報が得られている歯科医療機関の開
設者が，75歳で閉院すると仮定したうえで，歯科医療機
関の位置情報を削除した．なお，歯科医師会に未入会の
歯科医療機関や公的医療機関などの年齢情報が得られな
い医療機関は，2035年においても引き続き存在している
と仮定している．
　次に，2025年と 2035年の推計人口データ（4次メッ
シュ）より，各地域の人口重心13）を計算した．これは各
地域において，いわゆる「中心的な場所」を機械的に導
き出すためであるが，これらはメッシュ人口の変化に
よって 10年間でその位置が移動することもある．
　続けて，2025年と 2035年の人口重心から直線距離で
半径 4 km以内に歯科医療機関が存在しない町丁目を受
療困難地区と定義し，推計人口データ（小地域）を用い
て受療困難人口を算出した．なお，4 kmの基準について
は，厚生労働省が実施する無歯科医地区調査の判定基準
を参考に設定した．

結　　果

1．全年代人口に基づく受療困難地区の推計
　2025年時点では，中国地方 5県の受療困難地区は
2,374地区（全体の 13.62％），受療困難人口は 227,524人

（3.26％）となった．2035年には 3,339地区（19.16％），
受療困難人口は 310,765人（4.83％）に増加すると推計
された（表 1）．なお，図 1に中国地方 5県の全 17,430
地区における受療困難地区への該当の有無を示した．受
療困難地区は主に中山間地域に多く分布し，中国山地の
山間沿いを帯状に広がる傾向がみられた．また，一部で
は，都市部周辺においても受療困難地区が点在してお
り，歯科医療機関の分布が地域によって偏在している様
子が確認された．市町村合併により旧市部と旧郡部が同
一自治体内に含まれていることの多い現在，人口10万人
当たり歯科医師数などの自治体単位の集計指標では，地
域内に存在する医療アクセス格差を十分に反映すること
が難しい．本研究の GIS分析により，こうした受療困難
地区の空間的分布を可視化することができた．
　各県の特徴として，2035年時点の推計では，島根県に
おいて県民の 13.32％が受療困難地区に居住している．
また，岡山県では受療困難地区数が 1,000地区を超え，
1,076地区に達する（表 1）．

2．75歳以上人口に基づく受療困難地区の推計
　75歳以上人口の中国地方 5県の受療困難者は，2025年
の 73,677人（5.39％）から，2035年には 113,600人

（8.22％）へと 39,923人増加すると推計された（表 2）．
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表　1　中国地方の受療困難地区の推計

2025（R7）推計 2035（R17）推計 増減

受療
困難
地区数

割合
（％）

人口
（推計）

受療
困難
人口

（推計）

割合
（％）

受療
困難
地区数

割合
（％）

人口
（推計）

受療
困難
人口

（推計）

割合
（％）

人口
（推計）

受領
困難
地区数

受領
困難
人口

（推計）

鳥取県   535 21.56   527,054  26,068 4.95   728 29.33   478,950  39,607  8.27  －48,104 ＋193 ＋13,539
島根県   354 26.09   639,745  58,207 9.10   471 34.71   581,587  77,449 13.32  －58,158 ＋117 ＋19,242
岡山県   684 13.04 1,832,750  38,397 2.10 1,076 20.51 1,713,409  62,198  3.63 －119,341 ＋392 ＋23,801
広島県   343  8.06 2,704,327  51,472 1.90   505 11.86 2,526,201  77,545  3.07 －178,126 ＋162 ＋26,073
山口県   458 11.21 1,268,679  53,380 4.21   559 13.68 1,129,647  53,966  4.78 －139,032 ＋101    ＋586

中国 5県 2,374 13.62 6,972,555 227,524 3.26 3,339 19.16 6,429,794 310,765  4.83 －542,761 ＋965 ＋83,241

表　2　中国地方の受療困難地区の推計（75歳以上人口）

75歳以上
2025（R7）推計

75歳以上
2035（R17）推計

75歳以上
増減

受療
困難
地区数

割合
（％）

人口
（推計）

受療
困難
人口

（推計）

割合
（％）

受療
困難
地区数

割合
（％）

人口
（推計）

受療
困難
人口

（推計）

割合
（％）

人口
（推計）

受領
困難
地区数

受領
困難
人口

（推計）

鳥取県   535 21.56   103,951  7,715  7.42   728 29.33   111,395  13,690 12.29  ＋7,444 ＋193  ＋5,975
島根県   354 26.09   135,360 17,817 13.16   471 34.71   136,289  26,066 19.13    ＋929 ＋117  ＋8,249
岡山県   684 13.04   348,784 12,436  3.57 1,076 20.51   353,106  22,600  6.40  ＋4,322 ＋392 ＋10,164
広島県   343  8.06   500,922 16,768  3.35   505 11.86   508,011  28,885  5.69  ＋7,089 ＋162 ＋12,117
山口県   458 11.21   278,799 18,941  6.79   559 13.68   273,657  22,359  8.17  －5,142 ＋101  ＋3,418

中国 5県 2,374 13.62 1,367,816 73,677  5.39 3,339 19.16 1,382,458 113,600  8.22 ＋14,642 ＋965 ＋39,923

図　1　中国地方の受療困難地区調査結果と 10年後予測（全 17,430地区対象，歯科診療所の年齢は 2035年時点）



歯科医師の地域偏在と高齢化による歯科医療アクセス困難地区の拡大予測　　105

　2035年の各県の特徴として，鳥取県と島根県では 75
歳以上の受療困難人口の割合が，それぞれ 12.29％，
19.13％となり 1割を超え 2割に近づく結果となった．ま
た，広島県は，75歳以上でも受療困難人口が最も多く 2
万 8,000人を超えるが，75歳以上人口比率でみると
5.69％という結果となった（表 2）．

考　　察

1．制度的背景と地域偏在
　本邦の歯科医療提供体制は歯科医師の自由開業医制を
基本としており，厚生労働省の医師・歯科医師・薬剤師
統計においても，人口10万対歯科医師数には都道府県間
で差がみられ，地域偏在が存在することが示されてい
る3）．今回の 2025年の歯科医療機関の分布においても，
人口密度の高い地域ほど歯科医師密度が高い傾向がある
ことから，人口密集地域では一定の医療供給が維持され
ていると考えられる．
　一方，中山間地域など人口減少が顕著な地域では，住
民人口の減少により事業継続が困難になることも予測さ
れる．本研究では，歯科医療機関の分布および開設者の
年齢に基づき，開設者が75歳で閉院するという仮定のも
と，将来的な受療困難地区の分布を地図上で可視化し
た．その結果，受療困難地区は中山間地域や県境付近に
多く分布し，一方で人口密集地域では比較的少ない傾向
がみられた．これらの結果は，歯科医療機関の立地する
地域の人口分布の違いにより，医療アクセスに差が生じ
る可能性を示唆するものである．

2．事業継続の困難性
　受療困難人口の絶対数では，広島県が中国地方 5県の
なかで最も多い結果となったが，これは広島県の総人口
規模を反映したものと考えられる．広島県の総人口比か
らみると 3.07％であり，島根県の総人口比 13.32％と比
較し考えると，大規模・中規模の県では都市部に人口が
集中すると，県単位での受療困難地区の人口比率は小さ
くなる．受療困難人口は，人口規模だけでなく中山間地
域の広がりや地理的条件といった要因が影響している可
能性が考えられる．
　本研究では，歯科医療機関の開設者が75歳で閉院する
ものと仮定して将来推計を行ったが，実際には事業承継
により診療が継続されるケースも存在する．このため，
本研究の推計は，将来的な歯科医療機関数の減少および
受療困難地区の拡大を過大に評価している可能性がある．
　一方で，歯科医師会未入会の医療機関，公的医療機関
については開設者の年齢情報が取得できないため，本研
究では年齢変化がないものとして扱い，将来予測におい

て閉院の仮定をしていない．この仮定は，実際には高齢
化に伴う閉院が生じる可能性を考慮していないため，歯
科医療機関数の減少および受療困難地区の拡大を過小に
評価している可能性がある．
　以上のように，本研究には過大評価および過小評価の
双方に対するバイアスが含まれており，実際の将来像は
本研究の推計結果に対して受療困難地区の増減の両方向
に変動する可能性がある．特に中山間地域では，人口減
少などに伴う事業環境の悪化から，事業承継が困難な
ケースが多くなると考えられる．よって，本研究の中山
間地域においては推計以上に厳しい状況になる可能性も
ある．
　今後は，歯科医療機関の事業承継状況や年齢構成を含
めた，より精緻なデータを用いることで，将来予測の精
度向上が期待される．
　中山間地域においては，人口減少や高齢化の進行に加
え，公共交通の縮小などにより医療アクセスが制約され
ることが指摘されている14,15）．また，歯科医療機関にお
いても患者数の減少や後継者不足により事業承継や新規
開業が困難となるケースもあると報告されている16）．こ
のような背景のもと，今後，医療アクセスの格差が拡大
する可能性がある．本研究の結果においても，中山間地
域を中心に受療困難地区の拡大が示唆されており，これ
らの既存の知見を支持する結果であると考えられる．

3．需要構造の変化と診療形態の課題
　中山間地域では，地域住民の高齢化に加え，歯科医師
も高齢化し，地域において唯一の歯科医療機関が閉院す
るということも危惧される．たとえ事業承継が実現した
としても，地域の患者構成は高齢化が進行し，交通手段
喪失による受療困難者，あるいは高齢化に伴う歯科訪問
診療の比率が増加する可能性がある．結果として，中山
間地域における歯科訪問診療はエリアが広いため移動時
間の問題などから効率が上がらず，歯科訪問診療に取り
組む動機に繋がらなくなる可能性が出てくる．加えて，
歯科医師も高齢化しているため，訪問診療のための歯科
医師の移動も難しい場合が増え，対応ができないことが
想定される．

4．無歯科医地区と受療困難地区について
　歯科医地区の定義では，「歯科医療機関のない地域で，
当該地区の中心的な場所を起点として，概ね半径 4キロ
メートルの区域内に 50人以上が居住している地区で
あって，かつ容易に医療機関を利用できない地区をい
う」8）とあり，「中心的な場所」あるいは「容易に」といっ
た曖昧な部分が残っていると思われる．また人口50人以
下の小規模地区は，把握されない可能性がある．
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　これに対して今回の中国地方 5県における調査は，町
丁目と人口重心を基準とした「機械的」な方法を採用し
たため，短期間ですべての地区の調査を実施でき，統一
基準のもとで観測可能であった．さらに，行政を介さず
にデータ収集を完結できた点は意義深い．
　一方で，本研究では，人口重心からの直線距離を用い
て医療アクセスを評価しているが，特に中山間地域にお
いては地形や道路網の影響により，実際の移動距離や移
動時間は直線距離よりも大きくなることが想定される．
このため，本研究における半径 4 kmの設定は，実際の
医療アクセス以上に楽観的な評価となり，受療困難地区
を過小に推計している可能性がある．したがって本研究
の結果は，広域的な傾向を把握するための指標として解
釈する必要があり，今後は道路距離や移動時間を考慮し
た分析が必要であろう．

5．医療機関データベースに関する考え方
　本研究では，歯科医療機関の開設者年齢に関する情報
取得に制約があり，歯科医師会に未入会の医療機関につ
いては十分な情報を得ることができなかった．この点
は，将来推計における歯科医療機関数や受療困難地区の
推定結果に影響を与える可能性があり，本研究の限界の
一つである．今後，より網羅的かつ統一的なデータが利
用できれば，予測精度を上げることができると考える．

6．自由開業医制と行政の関与について
　歯科医療機関は自由開業医制のもとで設置されてきて
いる．一方で，中山間地域では，人口減少や患者数の減
少などにより事業承継を含む事業継続が困難となる可能
性があり，自由開業医制の限界も感じられる．そのため，
行政の積極的な関与も望まれるところであろう．さらに
最も大切なこととして，地域の歯科医療提供体制に対す
る地域住民の理解と，加えて地域で志ある人材育成に関
する教育環境を構築する必要もあると思われる．

結　　論

　本研究では，中国地方 5県を対象に地理情報分析を用
いた将来推計を行い，受療困難地区が 2025年から 2035
年の 10年間で 2,374地区から 3,339地区に増加し，その
地区に居住する人口が約 228千人から約 311千人に増加
し，そのうち 75歳以上の高齢者が約 74千人から約 114
千人に達することが示された．特に中山間地域を中心に
受療困難地区の拡大が予測され，地域間における医療ア
クセスの差が拡大する可能性が示唆された．地域医療の
現状や今後の予測精度を向上させていくうえで，平均値
で評価するだけでなく，GISなどを用いた分析手法が重

要である．
　このような状況に対応するためには，歯科医療供給体
制の再構築が必要である．具体的には，医療資源の乏し
い地域の歯科医療機関に対する経営支援や事業承継の促
進，診療形態の多様化，交通インフラの維持などを組み
合わせた包括的な対応が求められる．本調査および本手
法が，これらを行うための基礎的資料となることを願っ
ている．
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Projected Expansion of Areas with Limited Access to Dental Care Associated  
with Geographic Maldistribution and Aging of Dentists： 

A GIS-based Analysis in the Chugoku Region（Western Honshu）, Japan

SUMIKAWA Hiroyuki1）, IKEDA Mio1）, ISHITO Zenichiro1）, MORIMOTO Noriaki1）,  
YAMANAKA Tomoyuki1）, SUEMORI Kazuhiko1） and HINOKIDANI Kunishige1,2）

1）Chugoku Regional（Western Honshu）Society of Dental Practice Administration
2）Small Community Hub Network Research Institute（General Incorporated Association）

　Abstract：Aging of dentists and regional disparities in the distribution of dental clinics have raised con-
cerns about future access to dental care, particularly in rural and mountainous areas. This study aimed to 
project future areas with limited access to dental care in the Chugoku region（western Honshu）, Japan.
　Geographic information system（GIS）analysis was conducted by integrating data on the locations of dental 
clinics, the ages of clinic founders, and population distribution. Clinics were assumed to close when their 
founders reached 75 years of age, and areas without a dental clinic within a 4-km straight-line radius from the 
population centroid were defined as areas with limited access to dental care.
　By 2035, approximately 3,300 districts, representing about 310,000 people, were estimated to have limited 
access to dental care, including approximately 110,000 individuals aged 75 years or older. These areas were 
mainly distributed in rural and mountainous regions, with additional occurrences observed near urban periph-
eries and coastal areas.
　These findings suggest that regional disparities in access to dental care may widen in the future. To main-
tain a sustainable dental care delivery system, measures such as promoting clinic succession, diversifying ser-
vice delivery models, and ensuring transportation access may be required.
　An integrated implementation of these measures may contribute to establishing a sustainable dental care 
delivery system, particularly in rural and mountainous areas.

Key words： Areas with limited access to dental care, Dentist shortage areas, Geographic maldistribution, 
Aging dental workforce, Public transportation, Geographic information system（GIS）analysis
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＜会員現況＞
1．会員数（令和 8年 4月 30日現在）
　正 会 員 歯 科 医 師：746名
　正会員歯科医師以外：105名　
　団体会員（32団体）：　96名
　＊名誉会員：35名
　＊維持会員：　4社
　＊賛助会員：　7社
　＊雑誌寄贈先：36カ所（歯科医師会，大学図書館等）

合計 947名（令和 7年
度当初より 46名減）
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会務だより （令和 7年 10月 1日～令和 8年 4月 30日）
専務理事　勝 部 直 人

―　108　―

入会者名簿（令和 7年 5月 1日～令和 8年 4月 30日）

入会日 会員名 所属
2025/5/1 相澤直依 日本歯科大学東京短期大学歯

科衛生学科
2025/5/1 安部将太 奥羽大学歯学部附属病院歯科

麻酔学教室
2025/5/1 五十嵐憲太郎 日本大学松戸歯学部有床義歯

補綴学講座
2025/5/1 石川賢治 いしかわ歯科
2025/5/1 岩尾　慧 朝日大学医科歯科医療セン

ター包括支援歯科医療部
2025/5/1 岩田　洋 日本歯科大学附属病院歯科放

射線・病理診断科
2025/5/1 有働秀一 碩台歯科診療所
2025/5/1 勝　柚華 朝日大学医科歯科医療セン

ター
2025/5/1 加藤智樹 昭和学院短期大学ヘルスケア

栄養学科
2025/5/1 亀川義己 朝日大学歯学部口腔機能修復

学講座歯科補綴学分野全部床
義歯学

2025/5/1 川西英三 川西歯科医院
2025/5/1 黒木祐吾 藤沢ギフト歯科・矯正歯科
2025/5/1 合地俊治 日本歯科大学歯学部衛生学講

座
2025/5/1 作　月香 朝日大学歯学部全部床義歯学

講座
2025/5/1 漆川京太 朝日大学歯学部全部床義歯学

講座
2025/5/1 嶋守一恵 岩手医科大学附属内丸メディ

カルセンター
2025/5/1 高森麗加 日本大学松戸歯学部国際保健

部
2025/5/1 田口則宏 鹿児島大学大学院医歯学総合

研究科歯科医学教育実践学分
野

2025/5/1 峠　智之 九州歯科大学歯学研究科歯学
専攻顎口腔機能矯正学分野

2025/5/1 長屋優里菜 朝日大学病院歯科衛生部
2025/5/1 羽田詩子 朝日大学歯学部口腔機能修復

学講座歯科補綴学分野
2025/5/1 深田‒河井里佳 河井デンタルクリニック
2025/5/1 間下文菜 朝日大学歯学部口腔機能修復

学講座歯科補綴学分野全部床
義歯学

2025/5/1 増田絵美奈 日本歯科医師会日本歯科総合
研究機構

2025/5/1 松本祐子 鹿児島大学病院歯科総合診療
部

2025/5/1 三浦智成 日本大学松戸歯学部国際保健
部

2025/5/1 吉田菜々 すやすや歯科
2025/5/1 吉田礼子 鹿児島大学病院歯科総合診療

部
2025/5/1 我妻祥佳 すやすや歯科
2025/5/8 遠藤千愛 いがらし歯科医院
2025/5/13 千葉容太 ユーカリ歯科医院
2025/5/14 小菅　玲 きまち歯科クリニック
2025/5/14 小栁圭史 日本歯科大学附属病院
2025/5/15 真田裕三 さなだ歯科医院
2025/5/23 衣斐美歩 岩手医科大学歯学部口腔医学

講座予防歯科学分野
2025/5/23 篠原健一郎 日本歯科大学附属病院歯科麻

酔・全身管理科
2025/5/23 砂田勝久 日本歯科大学生命歯学部歯科

麻酔学講座
2025/6/20 榊　航佑 医療法人敬歯会青葉歯科医院
2025/6/25 蓮井咲季 医療法人社団蓮成会蓮井歯

科・ファミリークリニック
2025/7/4 弘末　勝 ファインデンタルクリニック
2025/7/7 佐々木久司 佐々木歯科
2025/7/9 宍戸勇介 厚生労働省
2025/7/31 日浅　敬 日浅歯科医院
2025/8/6 千葉高大 公益財団法人仙台市医療セン

ター仙台オープン病院口腔管
理センター・歯科

2025/8/22 秦泉寺　傑 じん歯科・まや矯正歯科クリ
ニック

2025/8/22 盛野哲生 せのおファミリー歯科
2025/8/22 山下　将 ゆずりは歯科クリニック
2025/8/25 石垣博之 石垣歯科医院
2025/8/25 新川修司 すみれデンタルクリニック
2025/10/6 溝渕卓也 溝渕歯科医院
2025/10/14 内野夏子 東京大学医学部附属病院口腔

顎顔面外科・矯正歯科
2025/10/14 村井知佳 旭川医科大学歯科口腔外科
2025/10/28 木村雄介 医療法人社団レクきらら歯科
2025/10/28 岡部紗也 あざみの総合歯科医院
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2．主な動き
令和 7年 10月 1日～令和 8年 4月 30日
＊ 令和 7年 5月 1日～9月 30日までは，雑誌 60巻 3号
「会務だより」参照

10月 15日（水）　第 3回常務理事会/日本歯科大学
10月 31日（金）　マンスリーレター No.　115配信
11月 25日（火）　第 3回医療保険委員会/Web開催
11月 25日（火）　第 3回編集委員会/Web開催
11月 26日（水）　第 2回臨時理事会/Web開催
11月 28日（金）～ 30日（日）　2025年度指導歯科医講習会
11月 30日（日）　マンスリーレター No.　116配信
12月 26日（金）　マンスリーレター No.　117配信
　1月 30日（金）　マンスリーレター No.　118配信
　2月 10日（火）　第 4回医療保険委員会/Web開催
　2月 24日（火）　第 4回編集委員会/Web開催
　2月 28日（土）　マンスリーレター No.　119配信
　3月 13日（金）　第 4回常務理事会/日本歯科大学
　3月 31日（火）　マンスリーレター No.　120配信
　4月 14日（火）　第 5回医療保険委員会/Web開催
　4月 30日（木）　マンスリーレター No.　121配信

3．地域関連団体報告
＜北海道歯科医療管理学会＞
2025年度（第 33回）総会・学術大会
日　時：2025年 11月 24日（月・祝）
会　場：北海道歯科医師会館
テーマ：歯科医療の感染管理を考える
大会長： 越智守生（北海道医療大学歯学部クラウンブ

リッジ・インプラント補綴学分野）
内　容：
特別講演
　「歯科医療における感染管理」
　　 ワタキューセイモア株式会社北海道支店学術・教育

担当看護師　畑　了子先生
教育講演・認定医研修会
　「 歯科医療管理と今後の地域歯科医療」
　　 一般社団法人日本歯科医療管理学会理事長　 
尾﨑哲則先生

一般演題：2題

＜みちのく歯科医療管理学会＞
2025年度（第 7回）総会・学術大会

日　時：2025年 11月 9日（日）
会　場：山形県歯科医師会館
テーマ：地域と連携してゆく歯科医療管理
大会長：江良謙次（山形県歯科医師会）
実行委員長：長岡圭亮（山形県歯科医師会）
内　容：
特別講演
　「社会実装を意識した研究」
　　 山形大学医学部歯科口腔・形成外科学講座教授　 

石川恵生先生
認定医研修会
　「地域医療連携を改めてみてみると」
　　 一般社団法人日本歯科医療管理学会理事長　 

尾﨑哲則先生
一般演題：5題

＜関東甲信越歯科医療管理学会＞
2025年度（第 31回）総会・学術大会
日　時：2025年 10月 19日（日）
会　場：ビジョンセンター東京駅前
テーマ：歯科医療の明日そして未来（存続・継承）
大会長：佐藤正俊（関東甲信越歯科医療管理学会理事）
実行委員長： 林　昌二（神奈川歯科大学短期大学部特任

教授）
内　容：
講演 1．
　講演①
　 「歯科医療関係者の養成と今後の展望について」
　　 日本大学松戸歯学部歯科医療管理学講座教授　 

小椋正之
　講演②
　 「歯科ヒヤリ・ハット事例収集等事業について」
　　 公益財団法人日本医療機能評価機構医療事故防止事

業部課長代理　木村安沙
　講演③
　 「航空業界から学ぶ医療のヒューマンエラー対策」
　　 公益社団法人日本航空機操縦士協会会長　進　俊則
講演 2．Try and Error症例検討会
　講演④歯科医師
　 「歯科医業の温故知新～大先生と若先生の世代間
ギャップとその課題～」
　　 帝京大学医学部歯科口腔外科科長/准教授　 

大金　覚
　講演⑤歯科衛生士
　 「歯科保健医療における歯科衛生士の需給に関する一
考察―ベテラン歯科衛生士と若手歯科衛生士の職業意
識―」

2025/11/7 尾崎亘弘 医療法人志結会おざき歯科医
院

2025/12/16 坪島秀樹 株式会社だいのう
2025/12/21 稲垣里歩 日本赤十字豊田看護大学
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　　 日本歯科大学東京短期大学特任教授　合場千佳子
　　 東京科学大学病院歯科・歯系診療部門歯科衛生士　

小西富代
　講演⑥歯科技工士
　 「日常臨床からみたパーシャルデンチャーの設計と情
報共有について」
　　 株式会社杏友会神奈川支社義歯グループテクニカル

リーダー　小島　大
　一般演題：5題（口頭発表）

＜東海歯科医療管理学会＞
2025年度（第 29回）総会・学術大会
日　時：2025年 8月 31日（日）
会　場：朝日大学 1号館大講義室
メインテーマ：2025年問題・安全な歯科医療にむけて
大会長：藤原　周（朝日大学教授）
内　容：
特別講演
　「歯科医療時における救急対応」
　　 朝日大学口腔病態医療学講座歯科麻酔学講座講師　 

岸本敏幸先生
シンポジウム「朝日大学における歯科医療安全対策」
　 「特性を踏まえて皆で考える～障がい者歯科における
医療安全対策～」
　　 朝日大学歯学部障害者歯科学分野　岩瀬陽子先生
　 「包括支援歯科医療部（訪問診療）における医療安全対
策」
　　 朝日大学医科歯科医療センター包括支援歯科医療部　 

横矢隆二先生
　 「朝日大学病院歯科口腔外科における医療安全に関す
る取り組み」
　　 朝日大学病院歯科口腔外科　上田順宏先生
　 「朝日大学医科歯科医療センター歯科衛生部における
医療安全対策」
　　 朝日大学医科歯科医療センター副歯科衛生士長　 

土藏明菜先生

＜近畿北陸歯科医療管理学会＞
2025年度（第 28回）総会・学術大会
日　時：2025年 8月 24日（日）
会　場：石川県歯科医師会館
テーマ：未来の笑顔を守る　安心と持続可能な歯科医療
大会長：末瀬一彦（一般社団法人奈良県歯科医師会会長）
内　容：
特別講演 1
　「安心安全の提供こそ，おもてなしの原点
　 ～能登半島地震発生時に加賀屋が執った行動とは～」

　　 和倉温泉加賀屋支配人　道下範人氏
特別講演 2
　「最近の歯科保健医療の動向」
　　 厚生労働省医政局歯科保健課長　 
小嶺祐子先生（学会認定医講習会）

シンポジウム「医院継承問題について」
　1． 石川県歯科医師会　安井秀樹先生（小松市）
　2． 近畿北陸歯科医療管理学会　 

内野泰樹先生（八尾市）
　3． 石川県歯科医師会　南　正典先生（加賀市）
　4． 石川県歯科医師会　津田多利先生（白山市）
教育講演
　 「特定健診を活用した歯科受診勧奨の社会実装につい
て」
　　近畿北陸歯科医療管理学会　大橋正和先生
一般演題：4題（口演）

＜中国地域歯科医療管理学会＞
2025年度（第 26回）総会・学術大会
日　時：2025年 10月 26日（日）
会　場：広島県歯科医師会館
テーマ：2025年問題といわれていた，今
大会長：山﨑健次（広島県歯科医師会会長）
内　容：
特別講演
　「臨床医の目線からの歯科医療管理と感染管理対策」
　　 一般社団法人日本歯科医療管理学会専務理事　 

柴垣博一先生
一般演題：11演題（口演）

＜四国歯科医療管理学会＞
2025年度（第 25回）総会・学術大会
日　時：2025年 8月 24日（日）
会　場：徳島大学蔵本キャンパス　大塚講堂小ホール
テーマ： 医療安全及び感染対策を基盤とした歯科医療管

理を再考する
大会長： 北村直也（徳島大学大学院医歯薬学研究部総合

診療学分野）
内　容：
講演 1
　「開業医の診療所での感染管理対策」
　　 日本歯科医療管理学会専務理事　柴垣博一先生
講演 2
　「具体例から学ぶ医療安全・感染対策」
　　 徳島大学歯学部総合診療科　北村直也先生
一般演題：4題
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＜九州歯科医療管理学会＞
※第 66回日本歯科医療管理学会学術大会と併催
2025年度（第 26回）総会・学術大会
日　時：2025年 7月 19（土）～20日（日）
会　場：中小企業振興会館
テーマ：2040年未来に向けての羅針盤
大会長：比嘉良喬（九州歯科医療管理学会会長）
副大会長：渡慶次　彰（九州歯科医療管理学会理事）
準備委員長： 楠　一文（九州歯科医療管理学会専務理

事）
実行委員長：木尾哲朗（九州歯科医療管理学会理事）

4． 日本歯科医学会，（一社）日本歯科医学会連合，（一社）
日本歯科専門医機構

＜日本歯科医学会＞
1．理事会
　　第 1回：2025年 7月 14日（月）
　　第 2回：2026年 1月 20日（火）
2．評議員会
　　第 116回：2025年 9月 16日（火）（臨時）
　　第 117回：2026年 2月 17日（火）

本学会からの関係者
（2025年 7月 1日～2027年 6月 30日）
理　　　事（1名） ：尾﨑哲則
評　議　員（2名） ：中村勝文，藤井一維
予備評議員（2名） ：柴垣博一，福澤洋一
学術研究委員会委員（1名） ：藤井一維
Editorial Board委員（1名） ：尾﨑哲則

＜（一社）日本歯科医学会連合＞
社員総会
　令和 7年度定時総会：2025年 6月 30日（月）
　令和 7年度臨時総会：2026年 3月 13日（金）
　令和 8年度定時総会：2026年 6月 26日（月）

＜（一社）日本歯科専門医機構＞
社員総会
　令和 7年度定時社員総会：2025年 6月 24日（火）
　令和 7年度ワークショップ：2025年 10月 29日（水）
　令 和 7年度臨時社員総会（メール会議）： 

2025年 10月 30日（木）～11月 7日（金）
　令和 7年度臨時社員総会：2026年 3月 5日（木）
　令和 8年度定時社員総会：2026年 6月 26日（金）
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書　　評

亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜

　梶ヶ谷陽子，小西紗代，近藤麻理恵，Emi，この女性
達は，整理収納アドバイザーとか片づけコンサルタント
と呼ばれる主婦の間で有名な整理・整頓のプロである．
整理整頓は，仕事の効率化，情報・思考の整理，仕事の
スピードと質の上昇を産むので，「整理整頓で仕事の生
産性を 3倍にする」ともいわれる．
　さて，この本の編著者は，歯科衛生士と歯科技工士で
あるが，ただのDHやDTではない．所謂，プラスワン，
経営士，マネジメント修士，MBA，産業カウンセラー，
第二種滅菌技師，整理収納アドバイザー®，クリンネス
ト 1級，第一種衛生管理者等々の資格をお持ちの方々で
ある．言うなれば，整理・整頓のプロである．歯科界の
その著者らが，写真等で簡単で解りやすい解説を加えて
いる．特に，写真以外のサイドメモ的に書かれた内容は
非常に役に立つ．また，診療効率を上げる，スタッフを
楽にしたい，ヒヤリハットを減らす医療安全を打ち上げ

る本学会には打ってつけのコメントである．
　100均グッズでできる低コスト改善，雰囲気を一新で
きるDIYまで，すぐにそして実践的に取り入れられるこ
とばかりである．
　この頁数で 7,700円？と思われるであろうが，低コス
ト改善ができるので，十分な採算がとれる一冊である．
 （藤井一維　記）

歯科医院の整理・収納・DIYアイデア集
―写真で分かる 43医院の知恵・工夫―

小原啓子，河野佳苗，畠山知子，藤田昭子，
石田眞南，平石美和子　編著

日本歯科新聞社　発行
B5変型判　80頁　定価 7,700円

　本書は，テクノロジーと資本主義が結びつくことで，
私たちの時間の使い方や意思決定がどのように変化して
いるのかが，わかりやすく整理されています．現代の
ネットサービスは，単なる情報探索や提供の場ではな
く，人々の関心や行動を引きつけ続ける仕組みとして設
計されています．
　この視点は歯科医療にも関係します．患者さんは，口
腔の健康に関する情報を，医院での説明だけでなく，検
索サイト，動画サイト，SNS，口コミサイトなどから得
ています．そのなかには有用な情報もありますが，不安
を強める情報や，科学的根拠が十分でない情報も少なく
ありません．歯科医院においても，オンライン予約，情
報発信，口コミなどを通じて，患者さんとの接点はデジ
タル空間に広がっています．人がなぜ特定の情報に引き

つけられ，判断を左右されるのかを理解することは，医
療者にも求められています．
　本書は，デジタル時代の患者理解，行動変容，医療情
報の伝え方を考えるうえで，歯科医師の先生方にも参考
になる一冊です． （森田一三　記）

2030年の世界を生き抜くためのテック資本主義超入門
大田比路　著

KADOKAWA　発行
四六判　288頁　定価 1,870円
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一般社団法人　日本歯科医療管理学会 
令和 8・9（2026‒2027）年度役職者/組織

（2026.7.10～2028年度社員総会）

＜役員（理事・監事）＞
理 事 長：柴垣博一
副理事長：藤井一維　　中村勝文
専務理事：勝部直人
常務理事：伊東昌俊　　尾﨑哲則　　上條英之　　鶴田　潤　　七沢久子　　平田創一郎　　福澤洋一
理　　事：有川量崇　　池田実央　　石井瑞樹　　今宮圭太　　小椋正之　　川上智史　　岸　光男
　　　　　瀬川　洋　　田野ルミ　　溝渕健一　　宮内啓友　　森本徳明
　　　　　越智守生（北海道）　　山崎信也（みちのく）　　藤原　周（東海）　　末瀬一彦（近畿北陸）　　
　　　　　山中友之（中国地域）　　蓮井義則（四国）　　比嘉良喬（九州）
監　　事：日髙勝美　　山内六男

＜代議員＞
北海道
岡村敏弘（北医大）　　越智守生（北医大）　　川上智史（北医大）　　富本幹弘
永易裕樹（北医大）　　永山正人

みちのく
岩淵　皐（秋田）　　江良謙次（山形）　　釜田　朗（福島）　　岸　光男（岩手医大）　　小関健由（東北大）
佐藤勤一（秋田）　　瀬川　洋（奥羽大）　　橋場友幹（岩手）　　山崎信也（奥羽大）

関東甲信越
合場千佳子（日歯大）　　赤井淳二（千葉）　　有川量崇（日大松戸）　　　飯高　道（千葉）
石井瑞樹（日歯大新潟）　　伊東昌俊（神奈川）　　今宮圭太（神奈川）　　上原　任（日大）
遠藤則子（神奈川）　　遠藤眞美（日大松戸）　　小椋正之（日大松戸）　　尾﨑哲則（日大）
小野清一郎（神奈川）　　片山繁樹（神奈川）　　勝部直人（東京）　　上條英之（東歯大）　　久保田順子（群馬）　　
小西富代（科学大）　　斉藤善司（神奈川）　　佐伯秀利（栃木）　　佐々木好幸（科学大）　　佐藤正俊（埼玉）　　
沢﨑和久（東京）　　柴垣博一（神奈川）　　鈴木一郎（新潟）　　高柳篤史（埼玉）　　田野ルミ（埼玉）
恒石美登里（埼玉）　　鶴田　潤（科学大）　　寺崎浩也（神奈川）　　長崎康俊（神奈川）　　中村勝文（埼玉）　　
七沢久子（山梨）　　二家本晃（神奈川）　　野村眞弓（東京）　　林　昌二（神歯大）　　平田創一郎（東歯大）　　
福澤京子（東京）　　福澤洋一（東京）　　藤井一維（日歯大）　　三須邦彦（神奈川）　　宮内啓友（山梨）
守屋義雄（神奈川）　　弥郡彰彦（神奈川）　　山本龍生（神歯大）　　横山佳子（神奈川）

東海
小澤亨司（愛知）　　加藤一夫（愛院大）　　窪田明久（静岡）　　冨田健嗣（愛知）　　外山敦史（愛知）
半田俊之（朝日大）　　藤原　周（朝日大）　　松原充直（岐阜）　　山内六男（朝日大）　　横矢隆二（朝日大）

近畿北陸
内野泰樹（大阪）　　大橋正和（奈良）　　小向井英記（奈良）　　末瀬一彦（奈良）　　濵元一美（関西女子短大）
溝渕健一（京都）　　梁本昌功（大阪）　　山下茂子（大阪）
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中国地域
池田実央（鳥取）　　石戸善一郎（岡山）　　小田浩一（鳥取）　　末森一彦（島根）　　澄川裕之（島根）
天間裕文（広島）　　野崎真弘（岡山）　　森本徳明（広島）　　山﨑眞弘（山口）　　山中友之（山口）

四国
北村直也（徳島大）　　佐々木正和（愛媛）　　都倉達生（香川）　　蓮井義則（香川）　　八井田　桂（高知）

九州
牛島　隆（熊本）　　木村哲也（大分）　　楠　一文（鹿児島）　　木尾哲朗（九歯大）　　渡慶次　彰（沖縄）
永松　浩（九歯大）　　林田俊彦（佐賀）　　比嘉良喬（沖縄）　　守下昌輝（九歯大）　　山口伸二（長崎）
淀川尚子（九看大）
 ＊本代議員名簿には理事長指名代議員を含みます。

＜補欠代議員＞
北海道
佐藤尚武　　嶋村成一郎　　仲西康裕（北医大）　　野畑貴夫　　挽地俊哉　　松原秀樹

みちのく
五十嵐博恵（宮城）　　菊池佳奈美（青森）　　小西史人（青森）　　今野賢克（宮城）　　佐藤俊郎（岩手医大）
清水隆夫（秋田）　　南　健太郎（奥羽大）

関東甲信越
荒井眞一（神奈川）　　大串貫太郎（東京）　　鹿郷満保（神奈川）　　鍵和田　宏（神奈川）　　北村晃一（東京）
黒木祐吾（神奈川）　　後藤哲人（神奈川）　　小森谷忠明（埼玉）　　白圡康司（日大）　　鈴木　到（日大松戸）
田代宗嗣（千葉県立保健医療大）　　豊泉洋一（群馬）　　橋本英子（埼玉）　　日野優理（東京）
藤江俊彦（千葉商大）　　藤波一典（神奈川）　　升谷滋行（日大）　　山下　宗（神奈川）　　葉　紹誠（神奈川）

東海
安藤雅康（愛知）　　梶本忠保（岐阜）　　成田俊英（愛知）　　藤井肇基（愛知）　　森田一三（日赤豊田看護大）

近畿北陸
石垣博之（和歌山）　　福本和夫（大阪）

中国地域
朝比奈　圭（島根）　　大森智弘（鳥取）　　木本知秀（広島）　　越宗紳二郎（岡山）　　酒井博淳（鳥取）
田中久雄（山口）　　千藏紘一（山口）　　弘末　勝（岡山）　　藤江　徹（島根）　　山我貴之（広島）

四国
斎賀明彦（徳島）　　田渕浩一郎（愛媛）　　友永章雄（高知）　　野間道博（愛媛）　　丸尾修之（香川）

九州
翁長武一郎（宮崎）　　工藤智明（熊本）　　中村昌代（九看大）　　宮井　祐（熊本）　　村橋　護（長崎）
和田孝介（大分）
 ＊本補欠代議員名簿には理事長指名補欠代議員を含みます。
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＜名誉会員＞
伊東隆利（熊本）　　稲岡　勲（奈良）　　　江島房子（神奈川）　　大竹和行（岐阜）　　　鍵和田信二（神奈川）
金澤紀子（東京）　　苅谷至朗（岐阜）　　　川添堯彬（大阪）　　　黒田延彦（兵庫）　　　小板橋　誠（千葉）
小室　甲（大阪）　　近藤いさを（東京）　　櫻井善忠（東京）　　　佐藤吉則（東京）　　　清水秋雄（東京）
末髙武彦（新潟）　　須賀康夫（愛知）　　　杉本是孝（宮城）　　　髙津茂樹（神奈川）　　高橋義一（東京）
滝内春雄（兵庫）　　玉川裕夫（大阪）　　　椿本九美夫（奈良）　　東松信平（愛知）　　　富田　篤（神奈川）
外山康臣（愛知）　　中久木一乘（千葉）　　中里迪彦（福島）　　　野田邦治（福岡）　　　平田幸夫（神奈川）
福西啓八（大阪）　　俣木志朗（東京）　　　三嶋　顕（北海道）　　宮田　侑（東京）
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　日本歯科医療管理学会の発展に多大な貢献をされた下記の 3名の先生方が，2026年 5月 1日より，名誉会員として
推戴されました．
 （①出身校・卒業年　②日本歯科医療管理学会への入会年　③日本歯科医療管理学会での役職歴）

平田　幸夫　先生
神奈川歯科大学名誉教授
東京歯科大学社会歯科学講座客員教
授
①神奈川歯科大学・昭和 55年
②平成 7年
③理事：
　平成 8年 4月～24年 3月
常任理事：平 成 22年 4月～ 

24年 3月　
理事：
平成 24年 4月～令和 8年 4月

（法人化後は代議員）
第52回日本歯科医療管理学会学術
大会大会長（平成 23年 7月，横浜）

玉川　裕夫　先生
大阪大学大学院歯学研究科予防歯科
学講座招へい教員
日本歯科医師会情報管理担当嘱託
①大阪大学歯学部歯学科・昭和54年
②平成 12年
③ 理事：
　平成 16年 4月～令和 6年 7月
常任理事：平 成 20年 4月～令和 6

年 7月
（法人化後は理事）
代議員：令和 6年 7月～令和 8年
4月
第61回日本歯科医療管理学会学術
大会大会長（令和 2年 6月，奈良）

亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜亜名誉会員紹介

俣木　志朗　先生
日本歯科大学東京短期大学学長
東京科学大学名誉教授
東京歯科大学歯科医学教育開発セン
ター客員教授
① 東京医科歯科大学（現東京科学大
学）歯学部・昭和 53年

②平成 22年
③理事：
　平成 25年 4月～30年 3月
常任理事：平 成 28年 4月～30年

3月
第57回日本歯科医療管理学会学術
大会大会長（平成 28年 7月，東京）
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一般社団法人日本歯科医療管理学会認定医一覧
 （令和 8年 8月 1日現在）

　
認定医
No.

会員名（地方会）
認定医
No.

会員名（地方会）
認定医
No.

会員名（地方会）
認定医
No.

会員名（地方会）

1 瀬川　　洋（みちのく） 48 末瀬　一彦（近畿北陸） 117 村橋　　護（九　州） 152 西田　耕也（九　州）
6 笠井　史朗（九　州） 50 五十嵐博恵（みちのく） 118 廣瀬　知二（九　州） 153 堀川　晴久（関東甲信越）
7 釜田　　朗（みちのく） 54 山内　六男（東　海） 119 森本　徳明（中　国） 154 澄川　裕之（中　国）
8 弥郡　彰彦（関東甲信越） 55 蓮井　義則（四　国） 120 林田　俊彦（九　州） 155 南　健太郎（みちのく）
10 藤巻　恵美（みちのく） 57 尾立　達治（北海道） 121 鳥越　有貴（関東甲信越） 156 村上慎一郎（九　州）
11 菊池佳奈美（みちのく） 58 福澤　洋一（関東甲信越） 124 二家本　晃（関東甲信越） 157 溝渕　健一（近畿北陸）
13 尾﨑　哲則（関東甲信越） 59 佐々木重夫（みちのく） 125 三浦　啓伸（みちのく） 158 船山　高明（近畿北陸）
14 山崎　信也（みちのく） 60 玉川　裕夫（近畿北陸） 126 小田　浩一（中　国） 159 中村　太志（九　州）
16 西郷　慶悦（みちのく） 64 石田　栄作（中　国） 128 曽我部浩一（北海道） 160 守下　昌輝（九　州）
19 川合　宏仁（みちのく） 67 柴垣　博一（関東甲信越） 129 日髙　勝美（関東甲信越） 161 大戸　敬之（九　州）
21 木尾　哲朗（九　州） 69 小向井英記（近畿北陸） 133 遠藤　則子（関東甲信越） 162 本橋　佳子（関東甲信越）
22 橋場　友幹（みちのく） 70 岸　　光男（みちのく） 135 勝部　直人（関東甲信越） 163 漆川　　卓（四　国）
24 岩淵　　皐（みちのく） 71 瀧田　正亮（近畿北陸） 136 草野　　薫（近畿北陸） 164 篠丸　哲也（四　国）
26 片山　繁樹（関東甲信越） 72 内野　泰樹（近畿北陸） 137 丸尾　修之（四　国） 165 神前　　亘（四　国）
30 佐藤　勤一（みちのく） 77 天間　裕文（中　国） 138 佐々木正和（四　国） 166 髙田　正典（関東甲信越）
34 上原　　任（関東甲信越） 78 河野　　淳（中　国） 139 越智　守生（北海道） 167 乾　　明成（みちのく）
35 小松﨑　明（関東甲信越） 81 伊東　昌俊（関東甲信越） 140 七沢　久子（関東甲信越） 168 池田　実央（中　国）
36 小野　幸絵（関東甲信越） 83 山我　貴之（中　国） 141 佐藤　裕二（中　国） 169 西原　　裕（四　国）
38 藤井　一維（関東甲信越） 89 野畑　貴夫（北海道） 142 小西　秀和（中　国） 170 久保　大樹（四　国）
39 佐藤　尚武（北海道） 90 佐藤　正俊（関東甲信越） 143 翁長武一郎（九　州） 171 神田　省吾（近畿北陸）
41 外山　敦史（東　海） 93 木村　哲也（九　州） 145 三澤健一郎（関東甲信越） 172 平田創一郎（関東甲信越）
42 外山　康臣（東　海） 94 北村　信隆（関東甲信越） 146 小関　健由（みちのく） 173 福澤　京子（関東甲信越）
43 小島　弘充（東　海） 105 三澤麻衣子（関東甲信越） 147 鶴田　　潤（関東甲信越） 174 大橋　正和（近畿北陸）
45 川上　智史（北海道） 107 都倉　達生（四　国） 148 則武加奈子（関東甲信越） 175 小川　勝弘（近畿北陸）
46 窪田　明久（東　海） 109 鬼塚　千絵（九　州） 149 上條　英之（関東甲信越） 176 谷岡　款相（近畿北陸）
47 石井　瑞樹（関東甲信越） 116 比嘉　良喬（九　州） 151 新美　奏恵（関東甲信越）
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一般社団法人日本歯科医療管理学会指導医一覧
 （令和 8年 8月 1日現在）

　
指導医
No.

会員名（地方会）
指導医
No.

会員名（地方会）
指導医
No.

会員名（地方会）
指導医
No.

会員名（地方会）

1 瀬川　　洋（みちのく） 16 尾﨑　哲則（関東甲信越） 27 福澤　洋一（関東甲信越） 36 上條　英之（関東甲信越）
4 山内　六男（東　海） 18 五十嵐博恵（みちのく） 28 三澤麻衣子（関東甲信越） 37 丸尾　修之（四　国）
7 玉川　裕夫（近畿北陸） 20 藤井　一維（関東甲信越） 29 外山　敦史（東　海） 38 草野　　薫（近畿北陸）
8 川上　智史（北海道） 22 森本　徳明（中　国） 30 山崎　信也（みちのく） 39 柴垣　博一（関東甲信越）
9 外山　康臣（東　海） 23 蓮井　義則（四　国） 31 窪田　明久（東　海） 40 勝部　直人（関東甲信越）
10 木村　哲也（九　州） 24 上原　　任（関東甲信越） 32 尾立　達治（北海道） 41 中村　太志（九　州）
12 片山　繁樹（関東甲信越） 25 釜田　　朗（みちのく） 33 佐藤　裕二（中　国） 42 石井　瑞樹（関東甲信越）
14 笠井　史朗（九　州） 26 岸　　光男（みちのく） 35 佐々木正和（四　国） 43 守下　昌輝（九　州）

認定士 No. 会員名（地方会）

1 濵元　一美（近畿北陸）
2 小西　富代（関東甲信越）
3 小田　　紫（中　国）
4 粂田　有花（関東甲信越）
5 戸田花奈子（関東甲信越）
6 貝川　詠梨（東　海）

一般社団法人日本歯科医療管理学会認定士一覧
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一般社団法人日本歯科医療管理学会雑誌投稿規則

　1．一般社団法人日本歯科医療管理学会雑誌に掲載する総
説，論壇，原著，短報，視点，臨床の投稿については，
下記のように規定する．

　 1 ）総説
　　　 歯科医療管理に関する研究や調査についての総括およ

び解説を内容とする．
　 2 ）論壇
　　　 意見を述べ，論議を戦わせるための一石を投じるよう

な内容とする．
　 3 ）原著
　　　 歯科医療管理に関する独創的な研究および科学的で客

観的に結論が得られ，歯科保健医療に寄与するもの．
　 4 ）短報
　　　 独創的な研究および科学的な観察を簡潔にまとめたも

の．
　 5 ）視点
　　　 事例，臨床手法の改良・提言，実践的な活動，調査報

告および新しい動向などを整理した内容のもの．
　　　 ただし，原則として総説の投稿は編集委員会から依頼

することとする．希望する論文の分類を記入するこ
と．

　 6 ）臨床
　　　 歯科医療管理学的な観点による，症例報告，臨床統計，

臨床技術の創意工夫，調査研究などの投稿を「臨床」
論文とする．必要な病態写真を添え，症例報告に限っ
ては結語を省略することを可とする．

　2．投稿は，本会の会員で会費納入者に限るものであって，
共著者が本会会員でない場合は，その氏名は本会雑誌に
は発表できない．また論文は，本誌の目的に適し，他に
未発表のものに限る（二重投稿の厳禁）．

　3．投稿原稿については複数の査読者の意見をもとに編集委
員会で検討し，その採否を決定する．また，体裁の統一
は編集委員会に一任される．

　4．原著の同一著者による投稿は 1号に 1編とする．原著と
依頼稿など種別の違う場合は，この限りでない．

　5．論文の掲載頁（1頁は 800字詰の原稿で約 3枚に相当す
る），掲載料は下記のとおりとする．

　　 超過頁分については著者負担（頁数×9,200円）とする．
総説以外の図・写真の図版製作費（本雑誌に適した図の
トレース代を含む），カラー印刷費，および英文添削代は
全頁を通じて著者負担とする．

　6．投稿原稿には必ず最新の論文投稿票・承諾書を添付する．
　7．別刷の実費は著者負担．費用は表紙 5,000円，一部 100
円で 50部以上とする．希望部数を投稿票に記入するこ
と．

　8．著者校正は原則として，初校にて 1回とする．その際組
版面積に影響するような，加筆，変更，追加，削除は固
くお断りする．校正の送付先を投稿票に明記し，期日厳
守のこと．

　9．投稿原稿にはコピーを 2部添付し，本会に 3部提出する．
なお掲載された原稿は返却しない．

10．原著論文は，緒言，材料および方法，結果，考察，結論，
文献，和文概要，英文抄録（Abstract 200語以内，英文
抄録の日本語対訳を付けること），および著者への連絡
先を書く．なお，題名，著者名，共著者名，所属機関名，
指導者または主任の氏名と職名，3～5語程度のキー・
ワードを和文と英文で入れる．

11．総説，論壇，短報および視点には題名，著者名，共著者
名，所属機関名，指導者または主任の氏名と職名を和文
と英文で入れる．和文概要と英文抄録は不要．キー・
ワードは和文のみ入れる．

12．原稿は，口語体，新かなづかい，横書きとし，A4判用紙
でワープロソフトを使用のこと．その際，25字×32行

（10.5ポイント）を 1枚とする．また，ページごとに行
番号を記載する．外国語は原綴りとし，ダブルスペース
で活字体，タイプライター，ワープロソフトを使用のこ
と．

13．文献は引用順に本文中に番号をつけ（例えば村瀬30）のよ
うに），次の順に記載する．

（例）＜雑誌の場合＞
　 1 ） 大塚博壽，増田勝美，大西陽一郎：歯科医療管理学の

範疇を求めて―特に過去 10年間・1,569編の文献の示
す意義について―，日歯医療管理誌，24：79～83，1990．

　 2 ） Garner, L.　D.：Tongue posture in normal occlusions, J. 
Dent. Res., 41：771～778, 1962.

　　＜単行本の場合＞
　 3 ） 総山孝雄：歯科医療管理学入門，第 1版，p.　95～120，

医歯薬出版，東京，1993．
　 4 ） Thoma, K.　H.：Oral Pathology, 3rd ed., p.　123～140, 

Mosby, St. Louis, 1950.
　　＜分担執筆による単行本の場合＞
　 5 ） 川口陽子：集団への口腔ヘルスケアとコミュニケー

ション，石川達也，高江洲義矩，中村譲治，深井穫博，
編：かかりつけ歯科医のための新しいコミュニケー
ション技法，第 1版，p.　224～240，医歯薬出版，東京，
2000．

　 6 ） Torneck, C.　D.：Dentin‒pulp complex, Ten Cate, A.　R., 
ed.：Oral histology, 5th ed., p.　150～196, Mosby, St. 
Louis, 1998.

掲載頁，掲載料＊

総　説 　8頁以内（図，表 6個以内）
＊学会負担（別刷 30部贈呈）

論　壇 　8頁以内　＊2頁まで学会負担
原　著 16頁以内　＊2頁まで学会負担
短　報 　3頁以内　＊2頁まで学会負担
視　点 　8頁以内　＊2頁まで学会負担
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　　＜翻訳書の場合＞
　 7 ） Martin, D.　W., Mayers, P.　A. and Rodwell, V.　W.（上代

淑人，監訳）：ハーパー・生化学，第 24版，p.　402～
405，丸善，東京，1997．

　　＜オンラインジャーナルの場合＞
　　　 号や頁が与えられていないものは，DOI（Digital Ob- 

ject Identifier）が付与されている場合は明記するこ
と．

　 8 ） O’Mahony, S., Rose, S.　L., Chilvers, A.　J., Ballinger, J.　
R., Solanki, C.　K., Barber, R.　W., Mortimer, P.　S., 
Purushotham, A.　D., Peters, A.　M.：Finding an opti-
mal method for imaging lymphatic vessels of the 
upper limb, Eur. J. Nucl. Med. Mol. Imaging, 2004. 
doi：10.1007/s00259-003-1399-3

14．数字はアラビア数字で，単位記号は国際単位系（SI）を
用いる．（例）m，cm，mm，μm，cm3，l，ml，kg，g，
mg，℃など．

15．図，表，および説明は日本語を使用する．挿入箇所を本文
右側欄外に朱書する．トレース希望の場合は鉛筆書きで
よい（ただし明瞭に）．不鮮明な図は編集委員会でトレー
スにまわす（有料）．

16．投稿原稿に加え，これと同一内容を記録した電子記録媒
体を添付すること．この場合は，印字された原稿をオリ
ジナル原稿として取り扱い，電子記録媒体は印刷所にお
ける組版の補助として使用する．

17．投稿規則に合致しない原稿は，返却のうえご訂正願うこ
とがある．編集委員会からの依頼原稿は別規定による．

18．本規則以外の事項と規定の変更は編集委員会で決定す
る．

19．本誌掲載の著作物の著作権は本学会に帰属するものとす
る．

20．疫学研究，臨床研究および動物実験に関しては，倫理審
査委員会等による審査を受け，投稿原稿の「材料と方法」
の項にその旨を記載する．承認した倫理審査委員会の名
称および承認番号を記載する．

21．利益相反に関する言及が必要な場合は，謝辞に記載する．
22．原稿の送付先は下記のとおりとする．投稿論文在中と朱
書すること．

　　〒 170‒0003　東京都豊島区駒込 1‒43‒9
　　一般財団法人口腔保健協会内
　　一般社団法人日本歯科医療管理学会編集委員会
　　Tel：03‒3947‒8894　Fax：03‒3947‒8073
附則
　1．本規則は理事会の決議を経なければ改正または廃止する
ことはできない．

　2．本規則は第 45巻第 1号から適用する．
　3．本規則は平成 30年 5月 1日一般社団法人日本歯科医療

管理学会設立に伴い，「日本歯科医療管理学会」を「一般
社団法人日本歯科医療管理学会」と読み替えるものとす
る．

　4．本規則は，令和元年 5月 27日一部改正する．
　5．本規則は，令和 2年 6月 11日一部改正する．
　6．本規則は，令和 3年 7月 16日一部改正する．

電子記録媒体（CD‒R，USBメモリ等）の添付について

　1．テキストファイルへの変換について
　原稿は，マッキントッシュあるいはWindowsのWord
ファイルで保存して下さい．
　2．入力の際のお願い
　原稿は表紙，和文概要，索引用語，本文，文献，著者への
連絡先，英文抄録，Key words，日本語対訳，付図説明の順に
保存して下さい．なお，入力にあたり数字，欧文はすべて半
角で入力して下さい．また，欧文における単語間は半角にし

て下さい．改行マークは段落の最後にのみ入力して下さい．
　3．ラベルの貼付
　投稿者の氏名，所属，論文タイトルを明記したラベルを貼
付願います．
　4．バックアップ
　郵送時の不測の事故で，内容を消失する事態がないとは言
い切れませんので，投稿前に必ずバックアップをお願い申し
上げます．

　一般社団法人日本歯科医療管理学会では，複写複製および AI利用に係る著作権を学術著作権協会に委託していま
す．当該利用をご希望の方は，学術著作権協会（https://www.jaacc.org/）が提供している複製利用許諾システムを
通じて申請ください．
　
Japanese Society of Dental Practice Administration authorized Japan Academic Association For Copyright Clearance

（JAC）to license our reproduction rights and AI ML right of copyrighted works. If you wish to obtain permissions of 
these rights in the countries or regions outside Japan, please refer to the homepage of JAC（http://www.jaacc.org/
en/）and confirm appropriate organizations to request permission.

複写をご希望の方へ
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▶今年 5月，尾﨑理事長の勇退に伴い編集委員会も任期
を終えるということで，コロナ禍以降Web開催だった
編集委員会を，久しぶりに全委員が参集して開催しまし
た．その後，近くのビストロで編集部の方も交えて慰労
会を開き楽しい時間を過ごしました．狭い店内のそこか
しこから聞こえてくる，感情や体温を帯びた臨場感溢れ
る会話を耳にし，Webというフィルターを通すと失われ
がちな情報の質感は，人が直接向き合う場でこそ得られ
るものだと改めて感じました．
▶さて，日本歯科医療管理学会雑誌第 61巻 2号をお届け
します．本号には中国地域の歯科医師偏在とそれに伴う
高齢者の歯科医療アクセスの問題に関する貴重な論文が
掲載されています．まさに本誌にふさわしい重要なテー
マだと思います．一方で，掲載論文はその 1報だけであ
り，最近の本学会が抱える投稿論文数の少なさという課
題を示しています．
▶学会員に開業歯科医師が多いのが当学会の特徴の一つ
です．そのため論文作成のハードルを高いものと感じて

いる方も多いかもしれません．しかし，開業医の視点か
らでなければ見えてこない歯科医療上の重要課題は数多
く存在するはずです．それらをテーマに論文にまとめて
みてはいかがでしょうか．もちろん学術論文としてある
程度の水準に到達していなければ掲載することはできま
せんが，編集委員会はこれまで論文作成に不慣れな先生
方を丁寧にサポートしてきました．冒頭で任期を終える
と書きましたが，柴垣新理事長から，委員長，委員とも
継続を依頼されました．これからも委員一同で投稿論文
をよりよいものにすべくサポートしていきたいと思って
います．
▶自身の論文が掲載された雑誌が手元に届いたときの喜
びは格別です．多くの学会で雑誌を PDF化して紙媒体
を廃止するなかで，日本歯科医療管理学会雑誌は今も上
質な紙に印刷した冊子を発行しています．それは対面の
会話の持つ質感のようにたしかな質感を伴って著者に，
そして読者に届くに違いありません．
 （岸　光男　記）

記後集編

　日本歯科医療管理学会雑誌発行日程表
　ただし 1号は講演抄録も掲載します．

巻　号 原稿締切日 編集委員会 発行予定日

1号  1月末日  2月中旬  5月 25日
2号  4月末日  5月中旬  8月 25日
3号  7月末日  8月中旬 11月 25日
4号 10月末日 11月中旬  2月 25日

　　　　　（必　着）
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 1．医歯薬出版株式会社
 2．株式会社松風
 3．株式会社モリタ
 4．株式会社ヨシダ

　日本歯科医療管理学会賛助会員
 1．相田化学工業株式会社
 2．OEC株式会社
 3．株式会社ジーシー
 4．株式会社ヒョーロン・パブリッシャーズ
 5．メディア株式会社
 6．株式会社UKデンタル
 7．和田精密歯研株式会社

日本歯科医療管理学会雑誌　第 61巻第 2号

（通巻第 166 号 ) 
令和 8 年 8 月 10 日　印刷
令和 8 年 8 月 25 日　発行

　　　　発 行 者 柴　　垣　　博　　一

　　　　発 行 所 一般社団法人日本歯科医療管理学会
〒 170-0003 東京都豊島区駒込 1-43-9

（一財）口腔保健協会内
Tel. 03（3947）8891（代）
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藤　井　一　維

藤　原　　　周

堀　川　晴　久

森　田　一　三

（委員長）
岸　　　光　男

（副委員長）
福　澤　洋　一
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日本歯科医療管理学会雑誌 論文投稿票

�．論文の分類（マークして下さい)

□総説 □論壇 □原著 □短報 □視点 □臨床

�．論文タイトル

�．著者名（会員番号），共著者名（会員番号）

�．所属機関，指導者または主任の氏名と職名

�．原稿の構成

・本文（表紙，英文抄録，本文，文献を含む） 枚

・付図 枚 付表 枚 付図説明 枚 CD等 有・無

�．別刷希望部数 部（50 部以上)

�．連絡先（投稿・校正責任者)

（氏名)

（住所）〒

電話 Fax E-mail

�．備考，連絡事項

（裏面にチェックリストがあります)

承 諾 書

日本歯科医療管理学会 殿

年 月 日

下記に署名・捺印した著者は下記の表題の投稿原稿が「日本歯科医療管理学会雑誌」に掲載された

際には，同誌の投稿規程により，著作権を貴学会に帰属することを承諾致します．

・論文タイトル

・著者（全員） 印 印

印 印

印 印

印 印



貴稿が日本歯科医療管理学会雑誌の投稿規則に沿ったものであるかを必ず確認し，下記

事項について，著者がチェック欄にチェック（✓印）してください．

著者
チェック

編集委員会
チェック

□ 本誌最新号に綴じ込みの投稿票・承諾書をお使いですか □□

□ 著者はすべて本学会会員ですか □□

□ 承諾書には著者全員が署名，捺印してありますか □□

□ 原稿は A4判 800字（25字×32 行）詰，10.5 ポイントで，口語体，新か

なづかい，横書きですか．またページごとに行番号を記載してあります

か

□□

□ 原著論文は，緒言，材料および方法，結果，考察，結論，文献，和文概要，

英文抄録（Abstract 200語以内，英文抄録の日本語対訳付），および著者

への連絡先の順に記載されていますか

□□

□ 原著論文は題名，著者名，共著者名，所属機関名，指導者または主任の氏

名と職名，3〜5語程度のキー・ワードを和文と英文で記入してあります

か

□□

□ 総説，論壇，短報，視点および臨床には題名，著者名，共著者名，所属

機関名，指導者または主任の氏名と職名を和文と英文で入れてあります

か．また和文のキー・ワードを入れてありますか

□□

□ 文献は所定の書き方で，引用順となっていますか □□

□ 図，表は本文末にまとめ，挿入箇所を本文右側欄外に朱書してあります

か

□□

□ カラー写真にはカラー，モノクロ印刷の指定がされていますか □□

□ 原稿には通しページ番号が記載されていますか □□

□ 原稿はオリジナル 1部，コピー 2部の計 3部が用意してありますか □□

□ 個人を特定できないような配慮をしましたか □□

□ 投稿に際しての研究倫理に関する事項を確認しましたか □□

□ 利益相反に関する言及が必要な場合は謝辞に記載しましたか □□
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�一般社団法人日本歯科医療管理学会とは　…
　近年の歯科医療を取り巻く環境は，より高度な専門性が求められると同時に社会の動向に合わせた国民目線が求
められる時代になってまいりました．歯科医療管理学は実際に診療を行うにあたって，いかにして学問を臨床に応
用するかを考究することを目的とし，時代の要求から，従来の診療室のみにとどまらず社会のなかでの歯科のあり
方を考察する社会歯科学の一翼を担う学問といえます．
　日本歯科医療管理学会は，日本歯科医学会 23専門分科会のなかで，歯科医療管理学としての学問を具現化し，国
民が求めている安全・安心・信頼の歯科医療を研究・研修する学会です．近年の我が国は，超高齢社会の進行，う
蝕減少等による疾病構造の変化，ICTの利活用による医療・保健・福祉分野の情報促進，国民の医療への意識の変
化等，歯科界を取り巻く環境は大きく変化してまいりました．
　超高齢社会が進行する今日，国民のニーズに応えるためには，地域住民を主体とした各関係機関との連携強化，
医科医療機関，行政各関連機関及び地域包括支援センター等との連携を含めた地域包括ケアシステム（地域完結型
医療）の構築等，新たな歯科医療の提供体制が必要となってきています．このような社会情勢のなか，日本歯科医
療管理学会は「医療安全」と「地域連携」を活動方針の二本柱として学会運営を行っています．
　「地域包括ケアシステム」を推進するにあたり，「新しいかかりつけ歯科医のあり方」という視点で，妊婦から乳
幼児，小児，成人，高齢者，障害者，在宅から終末期まで，医科の基礎疾患をお持ちの方や診療所に来院できない
人も含めた地域住民のライフステージのなかで，地域住民が健康に過ごすために，いかにしてかかりつけ歯科医と
して地域の人々と向き合っていけるか，日本歯科医療管理学会は，かかりつけ歯科医がどのように地域包括ケアシ
ステムと親密に関わりを持つかを探究する学会でもあります．
　日本歯科医療管理学会は，「医療安全」と「地域連携」を柱に「かかりつけ歯科医機能」を充実させるための研修
会を行い，地域包括ケアシステムを推進してまいります．

�設　立　は　…
　1958（昭和 33）年に学会設立に向けての世話人会が発足し，1960（昭和 35）年に設立総会が開催され，1974（昭
和 49）年から日本歯科医学会専門分科会の 1分科会として活動しています．なお 2018（平成 30）年 5月 1日より法
人格を有する一般社団法人日本歯科医療管理学会に移行しました．

�地域関連団体は　…
　北海道，東北，関東甲信越，東海，近畿北陸，中国，四国，九州の 8団体で活動しています．令和 7年 5月 1日
現在，合計で約 1,000名の会員が各地域関連団体に所属しています．このうち，開業歯科医がほぼ 7割をしめてい
ることから，8団体での都道府県歯科医師会の医療管理関連部門と連携を図り，歯科医療の質向上を目指していま
す．

�本学会の活動は　…
①　総会・学術大会
　 　毎年，原則として 6月末～7月初旬の土日に，2日間にわたり開催しています（令和 9年度は広島の予定）．歯
科医師に加えて歯科衛生士，歯科技工士等のコ・デンタルスタッフを対象に，特別講演，シンポジウム，生涯研
修セミナーなどで時代の情勢を学び，さらに一般口演，ポスター発表などで，会員の日常の臨床や研究成果を発
表する機会を提供しています．また，歯科医師会団体会員の発表の場にもなっています．

②　地域関連団体総会・学術大会
　 　都道府県歯科医師会と連携をとりながら，各地方会で特別講演，シンポジウムをはじめ，会員の一般口演等を
実施しています．

③　日本歯科医療管理学会雑誌（年 4回発行）
　 　総説，原著論文，学術大会の抄録，地域関連団体学術大会の報告のほか，日常臨床のヒントを紹介する視点な
どの情報を提供しています．

日本歯科医学会専門分科会
一般社団法人日本歯科医療管理学会入会のご案内

学際的分野での活動に参加しませんか



④　共催フォーラム
　 　他学会や団体と共催で，フォーラムを開催します．平成 24年度は日本医用歯科機器学会と共催で平成 25年 3
月 9日（土）に，東京医科歯科大学において「安全・安心な歯科医療提供を考えた医療機器の取り扱いとメンテ
ナンス」をテーマとしたフォーラムを開催しました．平成 25年度は，平成 26年 3月 15日（土）に日本歯科医学
教育学会とのシンポジウム「歯科医療における専門医制度を考える」を開催しました．

⑤　学会ホームページからの情報発信
　 　本学会ではホームページで，総会・学術大会，地域関連団体総会・学術大会の開催スケジュールをはじめ，広
く歯科保健医療の質向上にかかわる情報を提供しています．

�日本歯科医療管理学会認定医制度　…
　認定医制度が平成 24年 4月から発足しました．認定医を申請するためには，次の資格要件が必要です．
・日本国の歯科医師免許を有すること
・歯科医師免許登録後，5年以上継続して本学会会員であること
・別に定める研修実績を有すること
　（認定医取得のメリット）

①　 歯科医療管理学をある程度修得した証になります．
②　 現在国民が求めている安全・安心・信頼の歯科医療を提供している歯科医師であるということを本学会が認定す
る認定医制度なので，患者に対していわゆる患者のニーズに対応した歯科医師がいる医療機関であることをア
ピールできます．

③　 学会活動（発表等）に参加する目標や励みになります（認定医取得の単位が認定されます）．関連事項として，
「学会賞」が創設され，学会誌に掲載された論文を審査し，優秀者を表彰します．

④　 認定医は，本学会の HPに掲載します．また，「全国名医」等の各雑誌社からの問い合わせに本学会の認定医を
紹介します（ただし，個人情報になるので登録するときにオープンに対する賛否を聞いて対応します）．

�日本歯科医療管理学会認定士制度　…
　認定士制度は平成 30年 5月より発足しました．認定士を申請するためには，次の資格要件が必要です．
・歯科医療連携に関する国家資格免許を有する者
・ 認定士の申請時において，3年以上継続して本学会会員であること（令和 3年までは暫定期間を設定してありま
すので学会歴が 3年以上なくても申請できます）
・ 別に定める研修実績を有すること
　（認定士取得のメリット）

①　 国民から望まれている歯科医療に必要な医療安全や多職種間における医療連携などの歯科医療管理の基本的な
知識を習得したことの証となります．

②　 本学会が認定することにより安全・安心・信頼の歯科医療を提供している認定士がいる医療機関であることをア
ピールできます．

③　 学会活動（発表等）に参加する目標や励みになります（認定士取得の単位が認定されます）．また，本学会認定
医と共同の学会活動がスムーズになります．

�入会のお申込みは　…
①　会員の種別には，
　　個人会員　（入会金　3,000円，年会費（歯科医師）12,000円／年会費（歯科医師以外）10,000円）と
　　団体会員　（ 入会金　6,000円，年会費　24,000円：3名分までを登録でき，そのうち 1名を代表者とし，当該団体

の変更届により適時変更できます）があります．
②　入会申込書，年会費自動引落の依頼文書は，以下の学会事務局へご請求ください．

一般社団法人　日本歯科医療管理学会
〒 170‒0003　東京都豊島区駒込 1‒43‒9　一般財団法人　口 腔 保 健 協 会 内
TEL（03）3947‒8891（代）　FAX（03）3947‒8341
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〒533-0031　大阪府大阪市東淀川区西淡路 3-15-46
TEL  06-6321-8551　FAX 06-6321-8522

本社



歯科用 3Dプリンタが歯科医療の未来を担う

歯科用超小型３D プリンタ

◎販売名:スプリントレイ マイダス 3Dプリンタ　◎一般的名称：歯科技工室設置型コンピュータ支援設計・製造ユニット　◎届出番号：13B1X00005000270（一般）　◎製造販売元：株式会社ヨシダ　東京都台東区上野 7-6-9
◎販売名：スプリントレイ プロ2 3Dプリンタ　◎一般的名称：歯科技工室設置型コンピュータ支援設計・製造ユニット　◎届出番号：13B1X00005000267（一般）　◎製造販売元：株式会社ヨシダ　東京都台東区上野 7-6-9

356mm

200mm200mm

◎販売名:SprintRay クラウン　◎一般的名称：歯冠用硬質レジン　◎認証番号：307ADBZI00038000（管理）　◎選任製造販売業者：有限会社プライムファイン　東京都新宿区払方町 19-1エムジー市ヶ谷

▲ SprintRay MIDAS HP

▲ SprintRay MIDAS HP

▲ SprintRay HP

0000022253- メディカルトリートメントモデル _A4 変 _1c

●熊谷 崇先生が提唱した，個々の
患者の口腔の問題を考え，把握
し介入するメディカルトリート
メントモデル（MTM）．

●メディカルトリートメントモデ
ルに基づいた歯科医療では，患
者の主訴に対して単に治療を行
えばよいのではなく，エラーを
起こさない口腔環境をつくりな
がら介入するという，診療体系
となります．

●本書ではメディカルトリートメ
ントモデルの概念，診療を進め
る際の考え方，初診時評価，治
療介入，主訴・急性症状対応の
考え方等を，症例を掲げながら
提示します．

CHAPTER  0 広がれ！ オーラルフィジシャンのビジョン 
CHAPTER  1 メディカルトリートメントモデルの基本を

理解しよう！ 
CHAPTER  2 U20のメディカルトリートメントモデルを

理解しよう 
CHAPTER  3 手早く正確に！ 基本的な検査 
CHAPTER  4 形だけで終わらせない！ 初期治療・再評価 
CHAPTER  5 再評価1の前後で行う治療介入 
CHAPTER  6 治療が終わったら

―メインテナンスプログラムの設計とメインテナンス時間
　の有効活用 

CHAPTER  7 信頼を紡ぐ医療コミュニケーション 
CHAPTER  8 少し未来の日本の歯科医療を考える 
CHAPTER  9 オーラルヒストリー

メディカルトリートメントモデルで守る・つくる！
ライフサイクルを通したオーラルヘルス

主な目次

■ A4判変／264頁／カラー
■ 定価 19,800円
　（本体  18,000円＋税10％）
■ ISBN978-4-263-44775-8 
■ 注文コード：447750

日本オーラルフィジシャンフォーラム  編

畑慎太郎・熊谷崇・宮城和彦・晝間康明・
花岡佑み子・杜塚美千代・田中利典・木村雅之・

佐藤長幸・伊藤日出男　執筆

詳しい内容は
二次元コードの
リンク先から！

〒113-8612 東京都文京区本駒込1-7-10　TEL03-5395-7630　FAX03-5395-7633　https://www.ishiyaku.co.jp/
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